
ふたばこども園

園 便 り

令和５(2023)年４月 10日発行 文 責 園 長 納 富 博 文

※園だより「ふたばっ子」はホームページでもご覧いただけます。 さ く ら

ご 入 園 ・ ご 進 級 お め で と う ご ざ い ま す 。
急に温かさが増し、例年よりも早く桜の花を始め、チューリップやツツジなどが一斉に咲きほこりまし

た。本日(10 日)、令和５年度の始業式を行いました。そして、入園式を 15 日（土）に行う予定です。今
年度は、4月 1日段階で 85名の新入園児を迎え、4月 1日現在、園児数 274名でのスタートとなりました。
お子様のご入園、ご進級、おめでとうございます。
新型コロナウイルス感染症の流行が落ち着き、これまでの様々な規制や対応がやっと緩和され始めまし

た。日常の生活や活動など、流行する前の状況に少しずつ戻りつつあるようです。園でも、国や県・市の

方針や施策に準じながら、これからの教育・保育を実践していきたいと思います。一年間どうぞよろしく
お願いします。

今、乳幼児教育のあり方についての研究が発展、進化しています。「子ども主体（中心）の教育・保育」

の重要性を、お茶の水女子大名誉教授の内田伸子先生や和洋女子大学の矢藤先生、田島先生など多くの著
名な先生たちが唱えています。

ふたばこども園は、そうした先生方を今年度もお招きし、「子ども主体（中心））の教育・保育」につい

て研鑽を積み、県内で最先端の教育・保育が提供できるよう、職員一丸となり取り組んで行きたいと思い
ます。また、７年連続で県教育委員会よりの委嘱を受け、６月 14 日（水）に県内で新規採用となった保育
士や保育教諭を対象にした公開保育を行います。

こうした取り組みには、保護者の皆様のご理解とご協力、ご支援が必要となります。どうぞよろしくお
願いします。

三 つ の お 願 い
毎年のことですが、今年度も保護者様に「三つのお願い」をします。

一つ目は、子どもさんを「抱っこ」してください。抱っこしながら、がんばりを「ほめる」となお良い
と思います。「抱っこ」や「ほめる」ことは、子どもの心や体を元気にする源になります。

二つ目は、保護者の皆様と担任（園）との連絡や連携を密に取って欲しいということです。連絡帳では

思いがうまく伝わらないことがあります。分からないことや疑問点がある場合は、遠慮なさらずに、担任
と直接お話をしてください。先生方には保護者の皆様としっかりコミュニケーションをとるようにとお願

いしています。

三つ目は、教育・保育の質を向上させるために、先生方は研究保育や夕方からの勉強会などの研修を行
います。その時に、ご協力やご支援をお願いすることがあります。よろしくお願いします。

ふたばの先生方は、お子様の健やかな成長をお手伝いし、保護者様の子育てをご支援、応援するために

最善の努力をします。どうぞよろしくお願いします。

Ｐ Ｔ Ａ 「 ふ た ば の 会 」 総 会 は 書 面 決 裁 で ！
「ふたばの会総会」は昨年度同様、総会資料を配付し、書面での決裁で総会の代替とするということに

なりました。会員の皆様のご理解とご承認をよろしくお願いします。
今年度は、ぞう組保護者 神武智子 様を会長に執行部を構成していただきました。執行部の皆様、そし

て会員の皆様、コロナ対策を取りながらの活動がもう少し続くと思いますが、子どもたちの笑顔のため、

皆様のご協力とご尽力をよろしくお願いします。

令和４年度末退職者及び令和５年度新規採用者を紹介します
《退職》保育教諭 相川羽海（他園へ）、藤尾望未（結婚のため）、川内彬永（小学校教員採用）

岩永真子（他園へ）

《休職》保育教諭 角田みのり（産･育休、令和 5年 1月より）
《新採》保育教諭 副島徳子（もも組）、髙田真希（りんご組）、原﨑香林（たんぽぽ組）

根来実央（うさぎ組）、貞冨美樹(0～ 5歳児）、
管理栄養士 小柳美帆 (給食室)

看 護 師 岡本朋美
《復帰》保育教諭 秀嶋真裕美（育休より 4月復帰）

※令和５年(2023年）度の『職員一覧表』をコドモンで、４月１日に配信しています。

※ 令和4年度(2022年度)「園の自己評価」の結果をホームページに掲載しています。ご覧ください。


